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－ 「９年間で育てる子どもの姿」の実現に向けた教育の推進 －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域のなかで学び、つながり、主体的に

協働できる子どもの育成」を目指し、中学校

区の小・中学校が連携した、教員の指導力向

上に努めている。 

特に、9 年間を見通した目指す子ども像を

明確にした取組として、小・中学校間におい

て、教員研修会の合同開催や初任段階教員を

育成するシステムを構築し、組織マネジメン

ト力の向上につなげるなど、近隣校と連携し

た学校力向上に、大きな成果を上げている。 



― 地域でつながる「小・中ジョイントプロジェクト」の実践 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― ＩＣＴを活用した探究的な学習活動の実践 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 地域を活用した教育活動の創造 ― 

 

 

 

 

 

 

令和２年度より取り組んできた学校力向上

に関する総合実践事業に引き続き、釧路市が

行う「小・中ジョイントプロジェクト」に取

り組んでいる。 

 特に、進学先の中学校で行った「キャリ

ア・カフェ」の取組は、近隣の小学校３校の

第６学年が多くの職業に触れるとともに、進

学後に一緒に学ぶ他校の児童と交流すること

ができ、主体的に協働できる子どもの育成に

向けて、成果を上げている。 

コロナ禍により、人との交流が途絶えた３

年間でしたが、近隣学校と交流することによ

り、コロナ禍前の教育活動に戻った気がしま

す。また、情報交流や学校間のつながりによ

る安心感もあります。 

「池公園」は知っていましたが、その価値

については知りませんでした。子どもたちが

生き生きと話す内容を聞いて、私も一緒に学

んでいます。これから様々な活動に協力して

いきたいと思います。（保護者の声） 

  

各教科及び総合的な学習の時間において、

ICT を活用した授業の充実に努めている。 

 特に、ＮＩＥの実践による情報リテラシー

の育成及び読解力の向上を図る取組や、カリ

キュラム・マネジメントの視点を活かした関

係機関との連携による、校地内の池を利活用

した「池公園学習」の実践など、ICT を活用

した探究的な学習活動を通して、子どもの考

えを紡ぐ力の育成に向けて、成果を上げてい

る。 


